歴史総合-DX
1923年②（大正12）　関東大震災の発災

1923年（大正12）9月1日。その日の東京は朝から暴風雨に見舞われ、一転、午前10時頃までには治まり、好天気となって、日比谷の帝国ホテル新館（ライト館）では新築披露のおめでたい日だった。時計の針が正午を指す直前（午前11時58分44秒）に突然、相模湾 西北部を震源地とするM7.9の直下型大地震が大音響とともに関東地方南部一帯を急襲した。最初の大激震で東京市街に架かっていた600近い橋の60％が崩落し、都心の市電・電車網は瞬時に停電して壊滅し、日本の首都は致命的な痛撃を受けた。直後に市街77カ 所（まもなくその数は88カ所に及んだ）から火の手が上がり、パニックが始まった。最上階で演奏会が行われていた浅草の「十二階」（凌雲閣）は8階部分から真二つに折れて、地上に落下、下敷きになった数十軒の民家から上がった火の手は、六区歓楽街（映画街）の全体 に一気に広がっていった。隅田川対岸の本所（今の台東区本所地区）でも震災と同時に火の手があがり、また、同じく下町の深川地区（今の江東区深川地区）でも 火の手があがって、上空の強風にあおられた炎は隅田川を飛び越え、浅草・上野方面へと広がっていった。上野動物園では檻舎が壊れて動物が逃げ出し、火の海となった吉原遊郭でも、娼妓が逃げ込んだ吉原公園もやがて火に包まれていった。隅田川をはさんで、浅草方面、対岸の本所方面からの避難民が吾妻橋で、鉢合わせとなり、やがて火焔に包まれて川に飛び込んだ避難民の多くが水死し、明治以来の名物鉄橋も崩落する運命となった。都心では東京駅周辺が壊滅し、丸の内では、日本郵船ビルの隣で建築中のビルで作業員300 人近くが一瞬にして圧死し、勤め人や近隣住民は皇居前広場に続々と避難、後に数十万人の罹災者が押し掛けることとなる日比谷公園でも、地震発生5分後には、公園内のレストラン「松本楼」が炎上、交差点付近の写真館から出火した火災が拡大し、その火焔は炎上する東京電燈（現・東京電力の前身）の本社があった有楽町方面を舐めるように広がり、濠端の警視庁を炎上させ、午後2時頃には「帝国劇場」に類焼し、有楽町駅、数寄屋橋を超えて、銀座を襲う勢いとなった。突然の大震災で日本の政治中枢は壊滅状態となった。大手町の内務省が地震発生10分後に炎上したのをはじめ、 大蔵省・文部省も燃え、築地の農商務省・逓信省・司法省の赤レンガ建物も外壁のみを残す無残な姿となり、 帝国議事堂も罹災し、日本の政治行政は、完全に機能不全となってしまった。震災4日前に加藤友三郎首相が急死していたため、地震発生当日の夕刻には「朝鮮人が放火して井戸に毒物を混入している」との流言蜚語（りゅうげんひご）が飛び交うなど、名実ともに無政府状態となった。震災翌日には急遽、台湾総督府の民生 局長・満鉄初代総裁・東京市長を歴任した後藤新平が 内務大臣に就任、既に次期総理に内定していた陸軍省出身の山本権兵衛が総理に就任して、東京市と周辺5 郡に戒厳令が出されたが、余震が続く震災3日目に内務省警保局長が「東京で朝鮮人が放火」の電文を広島県の呉鎮守府、長崎県の佐世保鎮守府に打電するに至り、翌日に「大阪朝日新聞」など地方新聞がこぞって記事を掲載したことで事態は手のつけられない状況となり、「食料暴動を未然に防ぐ」という名目で、6日までに約6000人の朝鮮人、数百人の中国人が日本人の組織した自警団などに殺害されるという痛ましい事態を招来した。9月16日には無政府主義者の巨頭と目されていた大杉栄が憲兵隊に自宅から平河町の憲兵隊本部に連行され、甘粕正彦大尉が中心となって柔道の絞め技で絞殺、同時に拉致した内縁の妻（伊藤野枝）と甥も同時に絞殺される事件も発生した。国内随一の輸出港だった横浜が壊滅的な被害を受け、東京では江戸時代・明治 時代のなごりは消え去り、街並みを一変させた大地震は、第一次世界大戦時のバブル景気の後始末が手つかず状態の日本社会に物心両面で測りしれない深刻な影響を与えた。11月には摂政宮から「国民精神作興（さっこう）乃詔」が出され、落ち込んだ国民を鼓舞すべくスポーツ振興が叫ばれ、翌1924年（大正13）に新しく建築された明治神宮外苑競技場にて「第1回明治神宮競技大会」（戦前の国民体育大会）が開催された。
